農地転用に伴う協定書
令和　　年　　月　　日付で申請のあった農地転用については、魚津市土地改良区理事長（以下「甲」という。）
と　　　　　　　　　（以下「乙」という。）との間に意見書に定めるほか、次の事項について協定する。

第１条　農地転用物件は次のとおりとする。
土地の表示　　　魚　津　市

	大　　字
	字
	地　　番
	地　　目
	地　　積　㎡
	摘　　要

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


第２条　甲は、乙が別図転用地について第２条以下の条項を誠実に励行することにより、乙が農地法第　条に基づ
く許可申請に同意することを原則とする。
第３条　乙は、転用に伴い甲の工作物を利用し、または変更する場合はあらかじめ甲の承認を得、完了後はすみや
かに甲の検査を受けること。

第４条　乙は、宅地排水等を農業用排水路へ排出する場合は汚水処理施設を経て排水し、公害を発生させないこと。
及び、雨水等の排出量の増加に伴う下流排水路の安全性を確保すること。

第５条　乙は、農地転用に関連した事項について、関係者より異議があった場合は、乙の責任において対策を講ず

ること。
第６条　乙は、工場、畜舎等の建設及び業務の操業にあたり、悪臭、騒音、用水公害を防止し農業環境の保全を図
ること。

第７条　乙は、将来、水（農業用水）を使用する必要が生じた場合は、事前に甲の承諾を得ること。

第８条　乙は、当該土地を申請書に定められた用途以外の用途に使用する場合は、あらかじめ甲に届け出ること。

第9条 乙は、当該土地を他人に譲渡することによって、第２条より第８条までの責を免れない。但し、譲受人が

その責任を負うことを書面をもって甲に届出た場合はこの限りではない。
第１０条　この協定書に定めない事項で疑義が生じた場合は、甲乙協議して解決する。

上記のことについて協議した結果、合意に達したので本書２通作成し、記名押印の上各自１通保有する。

令和　　年　　月　　日

甲　魚津市吉島二丁目１番１５号

魚津市土地改良区

　　理事長　道小島　茂生　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙　
　　　　　　　　　　　　　　　㊞

農地転用に伴う協定書

令和○○年○○月○○日付で申請のあった農地転用については、魚津市土地改良区理事長（以下「甲」という。）と　　○○　△△　（以下「乙」という。）との間に意見書に定めるほか、次の事項について協定する。

第１条　農地転用物件は次のとおりとする。

土地の表示　　　魚　津　市

	大　　字
	字
	地　　番
	地　　目
	地　　積　㎡
	摘　　要

	吉島
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第２条　甲は、乙が別図転用地について第２条以下の条項を誠実に励行することにより、乙が農地法第５条に基づ

く許可申請に同意することを原則とする。

第３条　乙は、転用に伴い甲の工作物を利用し、または変更する場合はあらかじめ甲の承認を得、完了後はすみや

かに甲の検査を受けること。

第４条　乙は、宅地排水等を農業用排水路へ排出する場合は汚水処理施設を経て排水し、公害を発生させないこと。

及び、雨水等の排出量の増加に伴う下流排水路の安全性を確保すること。

第５条　乙は、農地転用に関連した事項について、関係者より異議があった場合は、乙の責任において対策を講ず

ること。

第６条　乙は、工場、畜舎等の建設及び業務の操業にあたり、悪臭、騒音、用水公害を防止し農業環境の保全を図

ること。

第７条　乙は、将来、水（農業用水）を使用する必要が生じた場合は、事前に甲の承諾を得ること。

第８条　乙は、当該土地を申請書に定められた用途以外の用途に使用する場合は、あらかじめ甲に届け出ること。

第９条　乙は、当該土地を他人に譲渡することによって、第２条より第８条までの責を免れない。但し、譲受人が

その責任を負うことを書面をもって甲に届出た場合はこの限りではない。

第１０条　この協定書に定めない事項で疑義が生じた場合は、甲乙協議して解決する。

上記のことについて協議した結果、合意に達したので本書２通作成し、記名押印の上各自１通保有する。

令和　　年　　月　　日

甲　魚津市吉島二丁目1番15号

魚津市土地改良区

　　理事長　道小島　茂生　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙　魚津市□□1234
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○　△△　　　　　　　　㊞

（４）





記入しないで下さい。








